
別紙  

献血推進計画の策定に係る血液量の調査について  

1．輸血用血液製剤の需要見込みについて   

前年度の輸血用血液製剤の供給量を把握し、翌年度の需要を見込む。   

（1）前年度の輸血用血液製剤の任用量を種類別、規格（単位）別に把握する。  

医療機関への供給数及び都道府県外への需給調整による払出し数の合算数  

から都道府県外からの需給調整による受入数を除外した本数とする。（表1）   

（2）上記（1）及び過去の供給量を参考に、返品等を考慮し翌年度の需要を見込む。  

新鮮凍結血祭の貯留保管分を含むものとし、表5－2へ再掲する。（表2）   

2．輸血用血液製剤の製造見込みについて   

上記1（2）（需要見込み）を基に、期限切れ等を考慮し、翌年度の輸血用血液   

製剤の製造数を見込む。（表3）  

3．輸血用血液製剤の製造に必要な献血者数及び血液量について   

上記2（製造見込み）を基に、検査不合格等を考慮し、必要な献血者数を把   

握するとともにそれを血液量に換算する。（表4）   

なお、血液量への換算方法は下記のとおりとする。   

・全血献血由来：200mL＝0．2L、400mL＝0．4L   

・血小板成分献血由来：全て0．4L   

・血祭成分献血由来：5単位＝0．45L  

4．原料血衆について  

都道府県の原料血祭確保目標量（表2－2）より全血献血・血小板献血及び   

輸血用血液製剤製造からの転用により確保される血祭量（表3－2）を差し引いた量   

に検査不合格等を考慮して、血祭成分献血による原料血祭確保量（表4－2）とする。   

表4－2②に都道府県の一人当りの血衆成分献血量を記載する。   

5．必要な血液量の把握について   

上記3の輸血用血液製剤製造に必要な血液量（表4）と上記4の血祭成分献   

血による原料血祭確保量（表4－2）を合算して算出する。（表5）  

6．上記1（2）（表2）で見込んだ新鮮凍結血渠の貯留保管分を再掲する（表5－2）。   

表2から血液量への換算方法は、下記のとおりとする。   

・1単位：0．08L、2単位：0．16L、5単位：0．45L  

7．調査表は、毎年11月末日までに厚生労働省医薬食品局血液対策課あて提   

出すること。  
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別表  

平成［＝］年度に必要な血液圭の報告書   

表1 平成  年度輸血用血液製剤の供給実績報告  

全血製剤  赤血球製剤  血祭製剤  血小板製剤  
区分   

本 数  
単位数  

※①前年度の医療機関（都道府県外を含む）への供給実績を記入する。②供給実績は’            返品数を差し引いた数とする。   

表2－2  表2  平成  年度輸血用血液製剤の需要見込報告  

全血製剤  赤血球製剤  血凍製剤  血小    板製剤  
区分                          1単位  2単位  計  1単位  2単位  計  1単位  2単位  5単位  計  ＝＝  2単位  5単位  10単位  15単位  20単位  計   

本 数  

単位数  
※①過去3年間と本年度の供給、     状況、返品等を勘案し算出する。②医療      機関の増床、移転等大きく雫要見込み      に影響す  る動向を加味する。   

表3－2  表3  平成  年度輸血用血液製剤の製造見込報告  

全血製剤  赤血球製剤  血衆製剤  血小板製剤  

区分                         1単位  2単位  計  1単位  2単位  計  1単位  2単位  5単位  計  1単位  2単位  5単位  10単位  ＝＝  20単位  計   

本 数  

単位数  

※表2に  基づき期限切れ及び破損の製品減損数を考慮して算出する。   血小板献血及  全血献血  ※確保皇は   
び輸血用血液製剤からの転用により  

確保された血緊量とする。  表4  平成  年度 必要献血者数報告  

全血献血  血矩成分献血  血小板成分献血  

区分            200mし  400mL  計  5単位  計  5単位  10単位  15単位  印単位  計   

献血者数  

液量（L  

①表4は表3に基づき、検査不合格等を考慮し、必要献血者数を計上する○   ら  確保量は、表2－2か  ①表4－2  
き、検査不合格等を考慮した量とする。  

・表2－2＜表3－2＋表4－3  
②表4－2、献血者数への換算は都道府県の一人   

当りの血賛成分献血量を基に算出する。  
・1人当たりの血祭成分献血量  

約［∵  」m】／人   

②表4における血液量への換算方法  

・全血献血由来：200mL＝0．2L、400mL＝0．4Lとする。  

・血小板成分献血由来：全て0．4」とする。  
・血祭成分献血由来：5単位＝0．4」とする。  

表5  平成  度必要血液量報告  



平成20年度の血液製剤の安定供給に関する計画（需給計画）  
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平成20年  

厚生労働省  

本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（以下「法」  

という。）第3条に規定す′る基本理念に基づき、血液製剤（法第25条第1  

項に規定する血液製剤をいう。以下同じ。）の安定供給を確保することを目  

的とするものである。   

これにより、血液製剤の需要と供給等の動向を把握し、本計画に沿った製  

造、′輸入等が行われることを確実なものとするとともに、供給等の実績をき  

め細かく把握し、適時、適切に対応できる体制を構築するものとする。   

なお、本計画において、次の各号に掲げる血液製剤は、それぞれ当該各号  

に定めるものとする。   

1 アルブミン 加熱人血渠たん白、人血清アルブミン及び遺伝子組換え   

型人血清アルブミン   

2 組織接着剤 フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子及びフィブリノゲン配合剤   

3 血液凝固第Ⅷ因子 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子及び遺伝子組換え垂   

血液凝固第Ⅷ因子   

4 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（国内   

で製造されるものに限る。）及び乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子   

5 インヒビター製剤 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（輸入されるもの   

に限る。）、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回   

活性複合体及び遺伝子対l換え活性型血液凝固第Ⅶ因子   

6 トロンビン トロンビン（人由来のものに限る。）   

7 人免疫グロブリン 人免疫グロブリン、乾燥イオン交換樹脂処理人免   

疫グロブリン、乾燥スルホ化人免疫グロブリン、pH4処理酸性人免疫グ   

ロブリン、乾燥pH4処理人免疫グロブリン、乾燥ペプシン処理人免疫グ   

ロブリン、ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン及び乾燥ポリ   

エチレングリコール処理人免疫グロブリン   

8 抗HB s人免疫グロブリン 抗HB s人免疫グロブリン、乾燥抗HB  

s人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗IIB s人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗トIB s人免疫グロブリン   

9 抗破傷風人免疫グロブリン 抗破傷風人免疫グロブリン、乾燥抗破傷   

風人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン   



第1平成20年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び量  

平成20年度において必要と見込まれる血液製剤の種類及び量は、血液製   

剤の製造販売業者等（製造販売業者及び製造業者をいう。以下同じ。）にお   

ける供給見込量等を基に別表第1のとおりとする。   

第2 平成20年度に国内において製造され、又は輸入されるべき血液製剤の  

種類及び量の目標  

第1及び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見   

込量を踏まえ、平成20年度に国内において製造され、又は輸入されるべき   

血液製剤の種類及び量の目標は、別表第2のとおりとする。   

第3 平成20年度に確保されるべき原料血祭の量の目標   

第2を踏まえ、平成20年度に確保されるべき虎料血祭の量の目標は、   

100万リットルとする。   

第4 平成20年度に原料血焚から製造されるべき血液製剤の種類及び量の月  

標  

平成20年度に原料血祭から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目標   

は、別表第3のとおりとする。   

第5 その他原料血渠の有効利用に関する重要事項  

1 原料血祭の配分  

倫理性、国際的公平性等の観点に立脚し、国内で使用される血液製剤が、  

原則として国内で採取された血液を原料として製造され、海外の血液に依  

存しなくても済む体制を構築すべきである。このため、国内で採取された  

血液を有効に利用し、第4の種類及び量の血液製剤の製造等により、その  

血液が血液製剤として安定的に供給されるよう、採血事業者が原料血渠を  

血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及び配分量を次のとお  

り規定する。   



1 原料血祭の標準価格は、（1）から（5）までに掲げる原料血祭の種類ご   

とに、それぞれ（1）から（5）までに定めるとおりとする。  

（1）凝固因子製剤用  

（2）その他の分画用  

（3） pⅢ＋Ⅲペースト  

（4） pIV－1ペースト  

（5） pⅣ－4ペースト  

13，010 円／L  

ll，870 円／L  

50，060 円／k g  

15，050 円／k g  

15，750 円／k－g   

2 血液製剤の製造販売業者等に配分する原料血祭の種類ごとの見込量  

は、、それぞれ（1）から（3）までに定めるとおりとする。  

（1）財団法人化学及血清療法研究所  

イ 凝固因子製剤用  23万IJ  

ロ その他の分画用  6万L  

（2）日本製薬株式会社  

イ その他の分画用  20万L  
ロ PⅢ＋Ⅲペースト  6万L相当  

（3）株式会社べネシス  

イ 凝固因子製剤用  0．4万lノ  

ロ その他の分画用  26．6万L  

ハ PⅣ－1ペースト   17万L相当  

（注）  

1 「凝固因子製剤用」とは、採血後6時間以内又は8時間以内に  

凍結させた原料血祭であって、血液凝固第Ⅷ因子を含むすべての  

血祭分画製剤を作ることができるものをいう。  

2 「その他の分画用」とは、採血後6時間以上又は8時間以上経  

過した後に凍結させた原料血祭又は凝固因子製剤用から血液凝固  

第Ⅶ因子を取り出して生じるもの（脱クリオ分画用プラズマ）で  

あって、 血液凝固第Ⅷ因子以外の血祭分画製剤を作ることができ  

るものをいう。   

2 血液製剤の安定供給の確保のために望ましい在庫  

平成13年3月に、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子の出荷一時停止等   

の問題が生じたことを踏まえ、このような緊急事態に対応できるよう製造   

販売業者等は一定量の在庫を保有することが望ましい。  
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別表第1平成20年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び主  

血液製剤の種類   換算規格   需要見込量   

アルブミン  
25％50mLl瓶   3．396，900   

乾燥人フイ  ブリノゲン   
1gl瓶   3，300   

組織接着剤  」   
crポ   10，772，400   

血…夜凝固第  Ⅷ因子   
1000単位1瓶   334，700   

乾燥濃縮人  血液凝固第Ⅸ因子   
1000単位1瓶   38，300   

インヒピタ  一製剤   
延人数 16，300   

ヒト血渠由  来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因子   
1瓶   115，500   

トロンビン  
10000単位1瓶   25，800   

人免疫グロ  プリン  
2二5gl瓶   1，511，800   

抗HBs人  免疫グロブリン   
1000単位1瓶   27，100   

乾燥抗D（  Rho）人免疫グロブリン   
1doo倍1瓶   9，200   

抗破傷風  人免疫グロブリン   
250単位－1瓶   77，300   

乾燥濃縮  人アンチトロンビンⅢ   
500単位1瓶   428，200   

乾燥濃縮  人活性化プロテインC   
2500単位1瓶   乏00   

人ハブトグ  ロビン   
2bod単位、1瓶   42，000   

乾燥濃縮  人CIインアクチへ●－ター   
1瓶   500   
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別表第2 平成20年度に製造・輸入されるべき血液製剤の種類及び量  

製造・輸入目榛量  

血液製剤の種類   換算規格  

国内血叛由来  輸入血策由来  遺伝子組換 え   計   

アルブミン   

25％50mLl瓶  ．1，989，†00  1，136，500  156，000  3，281，600   

乾燥人フィブリノゲン   

1gl瓶   2，400   0  2，400   

組織接着剤   

cn了   5，185，000  5，828，400  11．013，400   

血液凝固第Ⅷ因子   

1000単位1瓶  110，500   0  209，600  320，100   

乾燥濃縮人血液凝固儒Ⅸ因  
子   1000単位1瓶   38，400   0  38，400   

インヒビター製剤   

延人数   0   3，500   15，200   18，700   
ヒト血梁由来乾燥血液凝固第  
ⅩⅢ匡l子   1瓶   0  130．200  130，200   
トロンビン   

10000単位1瓶  20，900   0  20，900   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   1，545，000  84，600  1，629，600   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   700  31．600  32，300   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブ  
リン   1000倍1瓶   0   10，300  10，300   

抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位1瓶   0  了8，了00  78，了00   

乾燥濃縮人アンチトロンビン  
Ⅲ   500単位1瓶  466．400   0  466，400   

乾燥濃縮人活性化プロテイン  
C   2500単位1瓶   0   0  0   

人ハブトゲロビン   

2000単位1瓶   47，000   0  47，000   
乾燥濃縮人Cトインアクチヘ■一夕ー   

1瓶   0   400  400   

19年度末  供給可能量   

在庫量〔見込）   

933，700  4，215，300   

1，700   4．100   

2，697，100  13，710，500   

134，600  454，700   

15．400  53，800   

3，600  ▲22．300   

21，000  151，200   

25，400  46，300   

454．600  2，084，200   

10，800  43，100   

3，700  1・4．000   

39，500  118，200   

96，400  562，800   

500   500   

14，000  61，000   

500   900   

（注）  

1イ19年度末在庫量（見込力及び「供給可能量」の表は、参考である。  
2．本表に記載する数量は、端数を四捨五入したものであるため、各欄の数値の合計は必ずしも計欄の数値と一致しない。  
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別表第3  

平成20年度に原料血渠から製造されるべき血液製剤の種類及び量  

血準製剤の種類   換算規格   製造目標量   

アルブミン   

25％50mJl瓶   1，989，100   

乾燥人フィブリノゲン   

1gl瓶   2，400   

組織接着剤   
cn了   5i185，000   

血液凝固第叩因子   
1000単位1瓶   110，500   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ国子   
1000単位1瓶   38，400   

インヒビター製剤   

延人数 0   

ヒト血渠由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因子   
1瓶   0   

トロンビン   

10000単位1瓶   20，900   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   1i545二000   

抗HBs人免疫グロブリン   
．1000単位1瓶   700   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   
1000倍1瓶   0   

抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位1瓶   0   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

500単位1瓶   466，400   
乾燥濃縮人活性化プロテインC   

2500単位1瓶   

人ハブトゲロビン   

2000単位1瓶   47，000   
乾燥濃縮人Cトインアクチヘ●－ター   

1瓶   0   
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（参考1）  

原料血渠確保量及び各社への配分量の年度別推移  

（単位：万L）  

15年度   16年度   17年度   18年度   19年度   

原料血菜確保目標量   108．0   94．0   90．0   93．0   97．0   

原料血渠確保実績量   102．5   94．2   94．5   92．9  

原料血菜の配分量   107．・4   91．4   89．9   96．2   （94．0）  

20年度  21年度推計  22年度推計   

原料血渠確保目標量   100．0   103．0   106．0   

原料血祭確保実績量  

原料血祭の配分量   （97．0）  （100．0）  （103，0）   

（注）1．原料血渠確保目標量は平成10年度（80万L）以降平成14年度までは  

毎年7万L増で設定。  

2．「原料血祭の配分量」は、日本赤十字社を含む各社に配分された凝固  

因子製剤用原料血渠及びその他の分画製剤用原料血渠の合計量で  

あり、脱クリオ血渠及び中間原料は含まない。  

3．「原料血祭の配分量」の19年度以降の（）内の数値は原料血渠必要  

予定量。  

4．平成21年度及び平成22年度の推計については、平成20年度の原料  

血祭確保目標量等を検討するにあたっての平成19年10月時点の推計  

である。  

41   



（参考2）  

国内献血由来原料血祭ヒよる製造予定数量の推移  

合  計  

種 類   換算規格  18年度  19年度  ・20年度  21年度  22年度  

実績   見込   見込   推計   推計   

アルブミン   25％50mIl瓶   
2，130，800  2，068，800  1，989，100  2，089，300  2，097．000   

乾燥人フィブリノゲン   1gl瓶   
3，300   2．300   2，40q   4，200   3．200   

組織接着剤   cm2   
5，399．500  5．275，000  5，185，000  5，205．000  5，205，000   

血液凝固第Ⅷ因子   1000単位1・瓶   
121，700  114，500  110，500  108．800  108，800   

乾煉濃縮人血液凝固第Ⅸ   1000単位1瓶   
因子  46，500  34，300  38．400  38，300  37，300   

インヒビター製剤   延人数   
0   0   0   0   0   

ヒト血菜由来乾燥血液凝固 ⅩⅢ  1瓶   

第因子  0   0   0   0   0   

ト白ンビン（人由来）   10000単位1瓶   
34，000  53．800  20，900  29，900  25，900   

人免疫グロブリン   2．5gl瓶   
1，398，400  1，437，100  1，545．000  1，493，400  1，563．700   

抗HBs∧免疫グロブリン  1000単位1瓶  
600   600   700   700   700   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロ プリン  1000倍1瓶   

0   0   0   0   0   

抗破傷風人免疫グロブリン  250単位1瓶   
0   0   0   0   0   

乾燥濃縮人アンチトロンビン Ⅱ  500単位1瓶   391，700  401，100  466，400  397．900  408，000   

乾燥濃縮人活性化プロテイ ンC  250（）単位1瓶   640   0   0   0   500   

人ハブトゲロビン   2000単位1蘭   
44，700  43．900  47．000  40，000  40，000   

乾燥濃縮人CI－インアクチ ベ 
ーター   

0   0   0   0   0   

く備考）遺伝子組換えアルブミン製剤の製造予定数量  

合  計  

製剤名   換算規格  18年度  19年度  20年度  21年度  22年度  

実績   見込   見込  t推計   推計   

遺伝子組換えアルブミン製  

剤   
25％50mIl瓶  

156，000  156，000  168，000   

（注）1．数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格・単位（換算規格）  

に換算したうえ、四捨五入によ明00又は10の整数倍で表示した。   

2．平成21年度及び平成22年度の推計については、平成19年10月時点の推計である。  
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アルブミン製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）と自給率  
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免疫グロブリン製剤の供給量と自給率  

100．0％   

【；：：コ輸入血韓由来  

⊂＝コ国内血丼由来  

一也・一自給率  

三ミ ㌔ ≠ ≠  
一 一 一 一二 一 ーニ‾ ≠ 

ニ ＿  



血液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量（遺  
）
 
む
 
 

含
 
 

型
 
 

え
 
 

換
 
 

相
恰
 
 

と国内血祭由来製剤  

40，000  100．0％   

35．000  

30，000  

25，000  

E：コ遺伝子組換え  

⊂＝コ国内血焚由来  

→トー比率  

20，000  

15．000  

10，000  

三＝ニ チニ 三 モミ ≠ ≠  
一二‾ ー 一ニ ー －一 一二‾ 三三 も  

ニ＝ ＿ニデ  



血渠分画製剤の自給率の推移   

（年次：供給量ベース）  
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平成20年9月  

平成21年度献血推進関係予算概算要求の概要  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  

平成21年度概算要求額  

平成20年度予 算 稜  

差 引 増 減 額  

対 前 年 度 比 率  

688，427千円  

689，182千円  

△755千円  

99．9％  

【事項別】  ［単位：千円］  

21年度要求額（20年度予算額）  

83，225   （90，177）   1．献血構造改革推進費  

（1）献血推進運動連絡協議会費  3，461 （ 3，453）   

効果的な献血推進方策や献血推進上の諸問題等について協議を行うため、血液関係  

ブロック会議や献血推進運動中央連絡協議会等を開催する。  

（2）若年層献血者等確保推進費  52，328 （52，750）  

献血血液の安定確保等に資するため、ポスター等を作成するとともに、献血普及キャン   

ペーン等を行う。  

（3）血液製剤使用適正化方策調査研究事業費  7，893   （7，893）  

国が策定した血液製剤の適正使用に係る指針の有効活用に資する知見を得る事を目   

的として、都道府県単位で設けられた合同輸血療法委員会のうち、積極的な取組が見ら   

れる委員会に調査研究を委託し、その結果をとりまとめ、各地域にフィードバックすること   

により、効果的な適正使用の取組を広げる。  

また、調査研究の成果を披露し、血液製剤使用適正化の一層の推進を図るために、全   

国会議を開催する。  

（4）幼少期献血普及啓発事業費  19，543  （0）  

幼少期にある親子に対し、献血について正しい知識とその重要性を理解してもらうよう、  

啓発資材を作成し、配布することにより、献血に対する理解を深めてもらい、今後少子  

化の影響により献血対象者の絶対数が減少する中で、将来の献血者の確保を図ってい  

く。  

（5）若年層献血普及啓発経責  0 （26，081）  

若年層の献血者数の増加を図る目的で、若年層向け雑誌でのPRを行うとともに、「若   

年者層献血意識に関する調査」を実施し、啓発活動のあり方について検討課題を洗い出   

すとともに、検討会を簸け、今後の献血推進の枠組みの検討及び取りまとめを行う。  
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2．血液供給等事業費  332，358 （326，160）  

（1）鱒血者健康増進事業費  266，550  （264，585）  

成分献血及び400mI献血を推進するため、献血者の健康診査の充実に必要な経費の   

一部を補助する。また、低比重者に対する健康相談事業を実施することにより、献血者の   

増加に繋げる。 

（日本赤十字社に対する定額補助く補助率1／2〉）  

（2）血液の安全性確保のための情報システム事業費  35，468 （35，468）  

献血者情報に関するシステムを維持運営することにより、献血者の本人確認の確実を   

期する。  

（日本赤十字社に対する定額補助く補助率1／2〉）  

（3）問診技術向上研修事業費  3．412 （ 3，412）  

献血時の問診において、留意が必要となる事項について、問診医に対して必要な研修   

を実施することにより、献血時の問診をより・確実なものとする。  

（日本赤十字社に対する定額補助〈補助率1／2〉）  

（4）若年層献血者等確保推進事業責  22，728 （22，695）  

将来における献血者の確保を図るために、若年層に対するセミナー事業等を行うととも   

に、献血協力組織を育成する。  

（日本赤十字社に対する定額緬助く補助率1／2〉）  

（5）ウエストナイルウイルス検査体制整備費  4，200  （0）  

輸血による感染を起こす症例があるウエストナイルウイルス感染対応として、日本赤十  

字社が都道府県単位で実施可能なNAT試薬1か月分を備蓄する経費に対して補助す  

る。  （日本赤十字社に対する定績補助く補助率1／之〉）  

3．献血推進基盤整備事業費  269．463 （269，463）  

（1）献血受入確保施設設備整備費  240，030  （240iO30）  

血液製剤を基本的に国内献血により確保するという目標（国内自給）達成に必要な、成   

分献血の推進を図るため、献血ルームの受入体制の整備等を行う。  

（日本赤十字社に対する定額補助く補助率1／2〉）  

（2）複数回献血協力者確保事業責  29，433 （29，433）  

複数回献血者に、継続的な献血への協力を働きかけるため、「複数回献血者クラブ」を   

設置し、当該クラブが実施する情報誌の発行、健康相談事業等を支援する。  

また、献血血液の確保のため、血液の在庫不足時等において、緊急的に血液が必要寧   

場合に、特に献血に協力を呼びかけ、応じてくれた者に対して、交通費相当の図書カード   

等を提供する。  

（日本赤十字社に対する定額補助〈補助率1／2〉）  
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生邸中春健康被害補償対策推進費  邑3寧1 （3，382）       （3・亭旦呈1  

献血者の健康被害を補償する仕組みを、国の適切な関与の下で運用するため、国にお  
いて必要となる会議等を開催する。  
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平成21年度 血液関係予算概算要求の概要  

（単位：千円）  

559．005 → 605，202  1．血液製剤対策費  

326，160 一→ 332．358  

264，585 → 266，550  

35．468 → 35，468   

3，412 →  3，412  

22二695 → 22，728  

0「 4・200  

269，463 → 269，463  

240，030∵？ 240，030  

29，433 → 29，433   

3，382 →  3，381  

①血液供給等事業費   

ア 献血健康増進事業費   

イ 血液の安全性確保のための情報システム事業費   

り 問診技術向上研修事業   

工 若年層献血者等確保推進事業   

オ ウエストナイルウイルス検査体制整備費  

②献血推進基盤整備事業責   

ア 献血受入確保施設設備整備費   

イ 複数回献血協力者確保事業章  

③献血者健康被害補償事業費  

128，006 →121．859  2．血液製剤対策推進費  

83，225  

3，461  

52，328  

7，893  

19，543  

0  

2，436  

16，622  

11，457  

5，165  

2，057  

17，519  

90，177 →  

3，453 →  

52，750 →  

了，893 →  

0 →  

26，081一→   

2，436→  

16，622 →  

11，457 →  

5，165 →  

2，057 →  

16，714 一→  

（D献血構造改革推進費   

ア 献血推進運動連絡協議会費   

イ 

り 血液製剤使用適正化方策調査研究事   

工 幼少期献血普及啓発事業費   

オ 若年層献血普及啓発経畢  

（∋血渠分画製剤製造・供給体制等対策費  

＠血液製剤使用実態醜査等事業費   

ア 血液製剤使用実態覗査等事業費   

イ 血液製剤安全性情報システム責  

④特殊血液調査費  

⑤血液対策等推進費  

687，011→ 727．061   計  
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